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【
総
務
省
所
管
】

・
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

　
（
経
済
産
業
省
共
管
）

・
社
会
生
活
基
本
調
査

・
労
働
力
調
査

・
小
売
物
価
統
計
調
査

・
家
計
調
査

【
文
部
科
学
省
所
管
】

・
学
校
基
本
調
査

・
学
校
保
健
統
計
調
査

【
厚
生
労
働
省
】

・
毎
月
勤
労
統
計
調
査

ン
ト
ラ
ン
ス
西
口
通
路
に
お
い
て

作
品
展
を
開
催
し
展
示
し
ま
す
。

作
品
は
、
岡
山
県
統
計
分
析
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

（
受
賞
者
の
皆
様
に
つ
い
て
本
誌

２
頁
に
、
受
賞
作
品
は
３
頁
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。）

　

令
和
７
年
11
月
17
日
、
岡
山
市

内
に
お
い
て
岡
山
県
統
計
功
労
者

表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
厚
生
労
働

省
政
策
統
括
官
、
農
林
水
産
大
臣
、

岡
山
県
知
事
及
び
岡
山
県
総
合
政

策
局
長
か
ら
、
特
に
統
計
調
査
に

功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、
調
査
員

68
名
、
指
導
員
５
名
及
び
調
査
協

力
事
業
所
７
事
業
所
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

（
受
賞
者
の
皆
様
に
つ
い
て
、
本

誌
４
、５
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。）

　

身
近
な
統
計
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ

に
し
て
表
現
力
を
競
う
「
岡
山
県

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
、
統
計
功
労
者
表
彰
式
と

併
せ
て
開
催
さ
れ
、
応
募
の
あ
っ

た
４
２
５
点
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

受
賞
６
点
（
８
名
）
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
３
月
25
日
か
ら
令
和
８
年
４

月
19
日
ま
で
県
立
図
書
館
１
階
エ

　

長
年
に
わ
た
り
公
共
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
た
統
計
調
査
員
の
方

が
、
令
和
７
年
秋
の
叙
勲
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
者
の
伊
藤
様
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
受
章
者
の
喜
び
の
声
を
、
本
誌

２
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

え
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
及

び
社
会
生
活
基
本
調
査
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
方
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

統
計
だ
よ
り

統
計
だ
よ
り

第　１５５　号

岡山県人口
1,813,555人

（令和 7年12 月1日現在）
岡山県毎月流動人口調査より

発行／岡山県統計分析課

令
和
７
年
秋　

叙
勲
が

授
与
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年
度
に
実
施
さ
れ
る

　

主
な
統
計
調
査

令
和
７
年
度

　
岡
山
県
統
計
功
労
者
が

　
　
　

表
彰
さ
れ
ま
し
た

令
和
７
年
度
岡
山
県
統
計

　
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
が

　
　
　

表
彰
さ
れ
ま
し
た

瑞宝単光章

　

平
素
よ
り
、
統
計
調
査
に
格
別

の
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
統
計
調
査
員
の
皆

様
を
は
じ
め
と
す
る
御
関
係
者
皆

様
の
御
尽
力
に
よ
り
、
経
常
調
査

の
ほ
か
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
統
計
調
査
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
世
帯
訪
問
の
際
な
ど
ま

す
ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
統
計
は
、
社
会
経
済
の

現
状
や
変
化
を
把
握
し
、
政
策
立

案
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
重
要
な

情
報
で
あ
り
、
今
後
も
統
計
調
査

に
関
す
る
理
解
を
一
層
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
、
国
、
市

町
村
と
と
も
に
普
及
・
啓
発
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

令
和
８
年
は
、
経
常
調
査
に
加

令和７年度岡山県統計功労者・統計グラフコンクール表彰式（右：代表謝辞　左：会場の様子）

ご
あ
い
さ
つ

岡
山
県
総
合
政
策
局
統
計
分
析
課
長
　
塚
本
　

聡

皆様のご協力を
お願いします。

ⓒ岡山県「ももっち・うらっち」
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実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

調
査
で
集
め
た
デ
ー
タ
が
市
や

県
、
国
の
施
策
の
基
礎
資
料
と
な

る
重
要
さ
を
常
に
感
じ
、
責
任
と

や
り
が
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

近
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

の
導
入
で
個
人
情
報
の
扱
い
が
よ

り
安
心
に
な
り
、
回
答
方
法
も
郵

送
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
つ
一

つ
の
調
査
が
集
計
さ
れ
日
本
全
体

の
数
値
に
な
る
こ
と
に
、
調
査
員

の
仕
事
の
意
義
を
改
め
て
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝

単
光
章
を
賜
り
、
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。
今
後
も
丁
寧
な
対
応
を

心
が
け
、
信
頼
さ
れ
る
調
査
員
で

秋
の
叙
勲
《
瑞
宝
単
光
章
》

　
　
各
種
統
計
調
査
員

　
　
伊
藤
　
比
佐
子 

さ
ん

（
岡
山
市
）

　

私
が
統
計
調
査
員
に
な
っ
た
き

っ
か
け
は
、
子
ど
も
が
小
学
生
の

頃
、
１
９
８
３
年
の
工
業
調
査
で

紹
介
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

自
分
の
生
活
環
境
の
中
で
で
き

る
仕
事
だ
と
判
断
し
、
そ
れ
以
来
、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
経
済
セ
ン
サ

ス
、
国
勢
調
査
な
ど
多
様
な
調
査

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
家
庭
生

活
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
地
域
の

あ
り
続
け
る
た
め
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

最
後
に
私
事
で
す
が
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
好
き
で
、
ゴ
ル
フ
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
気
分
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
そ
れ
が
日
々
の

活
動
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

御
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
七
年
叙
勲　

受
章
者
の
喜
び
の
声

岡
山
県
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

賞
受
賞
者
の
紹
介

（
敬
称
略
）

▽
第
１
部

　
（
小
学
１
・
２
年
生
の
作
品
）

総
社
市
立
常
盤
小
学
校

　
　
　
　

２
年　

村
木
佳
穂

▽
第
２
部

　
（
小
学
３
・
４
年
生
の
作
品
）

岡
山
市
立
大
元
小
学
校

　
　
　
　

４
年　

近
藤
望
生

▽
第
３
部

　
（
小
学
５
・
６
年
生
の
作
品
）

岡
山
市
立
伊
島
小
学
校

　
　
　
　

６
年　

𫝆
村
聡
太　
　

岡
山
市
立
伊
島
小
学
校

　
　
　
　

４
年　

𫝆
村
亮
太　
　

岡
山
市
立
伊
島
小
学
校

　
　
　
　

２
年　

𫝆
村
紗
弥
香　
　

▽
第
４
部
（
中
学
生
の
作
品
）

岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺

中
等
教
育
学
校　

　
　
　
　

２
年　

北
村
文
乃

▽
第
５
部

（
小
中
学
生
の
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ

ラ
フ
の
作
品
）

岡
山
県
立
岡
山
大
安
寺

中
等
教
育
学
校

　
　
　
　

２
年　

黒
﨑
志
帆

▽
第
６
部
（
高
校
生
以
上
の
作
品
）

川
崎
医
科
大
学
附
属
高
等
学
校　

　
　
　
　

３
年　

髙
畑
日
奈
子

令
和
７
年
度
岡
山
県
統
計
功
労
者
・
統
計

令
和
７
年
度
岡
山
県
統
計
功
労
者
・
統
計

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

岡山県統計グラフコンクール最優秀賞受賞者
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第４部（中学生の作品）
岡山県立岡山大安寺中等教育学校

２年　北村　文乃
……………………………………………

「全国と岡山県」「世代別」というテーマに
適切なグラフを使い分け、データが分かりや
すくなるように心がけました。また伝えたい
ことが一目で分かるようにするにはどんな色
や文字がよいか試行錯誤して工夫しました。

第６部（高校生以上の作品）
川崎医科大学附属高等学校

３年　髙畑　日奈子
……………………………………………

子宮頸がんワクチン接種の現状を正確に伝
えることを意識して作成しました。データを
正しくグラフにするのが大変でした。グラフ
は綺麗な色で見る人の目を引き、内容を理
解しやすくすることを心がけました。

第５部（小中学生のパソコン統計グラフの作品）
岡山県立岡山大安寺中等教育学校

２年　黒﨑　志帆
……………………………………………

この度は素晴らしい賞を頂きありがとうござ
います。父が臓器移植に携わっていたため興
味を持ち、調べた中で日本の厳しい現状を知
りました。今後一人でも多くの方に臓器移植
について関心を持って頂けたら嬉しいです。

令和７年度岡山県統計グラフコンクール最優秀賞受賞作品の紹介

第１部（小学校1･2年生の作品）　
総社市立常盤小学校

２年　村木　佳穂
……………………………………………

さいゆうしゅうしょうと聞いて「やっ
たー！！」と思いました。知らない人に声をか
けるのを、がんばりました。大きな紙をが用
紙にはるのが、たいへんでした。ミャクミャ
クカラーにして「ばんぱく」っぽくしました。

第３部（小学校5･6年生の部）
岡山市立伊島小学校　　６年　𫝆村 聡太
４年　𫝆村 亮太、２年　𫝆村 紗弥香
……………………………………………

５月から毎日、飛行機雲と夕焼けの観察を
行いました。単純な観察ですが、毎日続ける
のは大変でした。３人で当番を決めて観察を
行いました。普段よく耳にする観天望気の実
証ができて、楽しかったです。

第２部（小学校3･4年生の作品）
岡山市立大元小学校

４年　近藤　望生
……………………………………………

円グラフや棒グラフを使いわけたり、メモ
リのふり方を工夫しました。作り方によっ
て見る人の感じ方がちがうことを知り、数
字をわかりやすく伝える工夫の大切さを
学びました。
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岡
山
県

統
計
功
労
者
の
紹
介

（
敬
称
略
）

【
総
務
大
臣
表
彰
】

▽
労
働
力
調
査
（
調
査
員
）

《
倉
敷
市
》

小
林　

裕
恵

《
笠
岡
市
》

小
寺　

展
弘

▽
小
売
物
価
統
計
調
査
（
調
査
員
）

《
津
山
市
》

西
村　

勝
年

▽
家
計
調
査
（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

光
成　

知
子

▽
各
種
統
計
調
査
（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

門
木　

百
合
子

佐
藤　

操

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

▽
厚
生
労
働
統
計
調
査

（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）

（
調
査
協
力
事
業
所
）

《
岡
山
市
》

株
式
会
社
す
き
家　

す
き
家
岡
山
野
田
店

有
限
会
社
ニ
ッ
ト
ー
工
業

株
式
会
社
Ｂ
ｅ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

株
式
会
社
ワ
ー
ル
ド
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

岡
山
技
術
研
究
所

《
倉
敷
市
》

社
会
医
療
法
人
水
和
会

倉
敷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

《
津
山
市
》

内
外
電
機
株
式
会
社　

津
山
工
場

《
瀬
戸
内
市
》

オ
ー
ジ
ー
技
研
株
式
会
社

　

邑
久
工
場

【
厚
生
労
働
省

政
策
統
括
官
表
彰
】

▽
厚
生
労
働
統
計
調
査

（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

角
本　

ゆ
り
こ

《
倉
敷
市
》

別
府　

奈
津
子

《
井
原
市
》

橋
本　

利
美

吉
實　

新
司

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

▽
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

安
富　

正
史

《
津
山
市
》

倉
本　

信
二

《
笠
岡
市
》

天
野　

正

山
本　

榮
則

《
総
社
市
》

中
山　

章

《
新
見
市
》

江
川　

昭
則

津
村　

正
憲

福
田　

健
一

三
上　

和
志

令和７年度
統計功労者表彰受賞者の皆様

総務大臣表彰受賞者

厚生労働大臣表彰・厚生労働省政策統括官表彰受賞者

農林水産大臣表彰受賞者

農業センサスのマスコット
「つっちー」
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《
井
原
市
》

川
上　

浩
明

佃　
　

光

《
高
梁
市
》

三
高　

博
文

《
新
見
市
》

西
本　

利
実

《
真
庭
市
》

植
田　

滿
夫

榎
原　

薫

笠
原　

智
津
子

水
田　

靜
子

《
美
作
市
》

有
本　

操

今
井　

忠

木
下　

秀
行

小
林　

靖
明

大
坊　

一
章

福
原　

基　

《
和
気
町
》

田
村　

正
晃

《
里
庄
町
》

神
原　

公
子

《
矢
掛
町
》

椎
葉　

美
恵
子

《
鏡
野
町
》

大
塚　

英
明

《
美
咲
町
》

妹
尾　

知
興

鳥
越　

多
恵
子

代
表
謝
辞

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
た
白
瀬
榮
子
さ
ん

が
、
長
年
の
調
査
員
と
し
て
の
活

動
を
振
り
返
り
、「
調
査
員
と
し

て
常
に
心
掛
け
た
こ
と
は
、
お
忙

し
い
中
ご
協
力
く
だ
さ
る
調
査
対

象
の
方
々
へ
の
心
配
り
、
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
達
一
同
は
、
今
回
の
栄
誉
を
励

み
と
し
、
こ
の
思
い
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
統
計
の
発

展
、
統
計
意
識
の
普
及
啓
発
の
た

め
引
き
続
き
精
進
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

宮
田　

勇

《
真
庭
市
》

青
木　

信
治

青
木　

昇

岡
本　

宗
慈

成
田　

邦
朗

《
美
作
市
》

小
寺　

浩
介

本
城　

宏
道

《
矢
掛
町
》

武　
　

泉

《
美
咲
町
》

高
山　

晴
男

山
本　

敦
子

▽
２
０
２
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

（
指
導
員
）

《
倉
敷
市
》

鷲
尾　

優
子

《
真
庭
市
》

押
目　

和
子

枡
谷　

和
明

《
吉
備
中
央
町
》

楢
嵜　

照
子

森
田　

光
子

【
岡
山
県
知
事
表
彰
】

▽
各
種
統
計
調
査
（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

鎌
木　

惠
子

重
松　

美
智
子

瀬
戸
川　

惠
子

平
賀　

綠

《
真
庭
市
》

菱
川　

輝
夫

宮
永　

優

《
美
作
市
》

神
浦　

克
史

《
和
気
町
》

白
瀬　

榮
子

《
鏡
野
町
》

尾
峪　

正

【
岡
山
県

総
合
政
策
局
長
表
彰
】

▽
各
種
統
計
調
査
（
調
査
員
）

《
岡
山
市
》

石
井　

則
子

木
村　

亜
夜
奈

《
倉
敷
市
》

井
上　

子

岡
本　

惠
子

滝
澤　

一
敏

田
中　

博
子

藤
原　

信
彦

安
谷　

勝
見

《
笠
岡
市
》

上
原　

繁
次

西
江　

務

岡山県知事表彰受賞者

岡山県総合政策局長表彰受賞者
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ン
ラ
イ
ン
回
答
世
帯
の
回
答
率
等
、

様
々
な
課
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
課
題
に
他
の
調
査
員

の
方
々
が
ど
の
様
に
対
応
し
て
お

ら
れ
る
の
か
、
知
見
を
得
た
い
と

思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
統
計
調
査
に
活
か
す
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
で
は
、
興

味
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

分
か
り
や
す
い
説
明
の
構
成
に

つ
い
て
や
、
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す

る
人
へ
の
対
処
法
な
ど
、
自
分
が

こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
方
法
と
比

較
し
な
が
ら
、
今
後
上
手
く
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
に

関
す
る
講
義
・
デ
モ
」
で
は
、
実

際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
に
調
査
員

自
身
が
回
答
し
、
操
作
方
法
が
学

べ
る
機
会
と
な
っ
て
良
か
っ
た
で

す
。

　

他
に
も
様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
の
回
答
を
調
査
員
自
身
が
体
験

で
き
る
機
会
が
増
え
れ
ば
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

班
別
討
議
で
は
各
地
の
調
査
員

と
課
題
や
対
処
法
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
通
す
る
課
題
や
対
処
法
も
あ

れ
ば
、
都
市
部
と
そ
う
で
な
い
地

域
で
状
況
が
異
な
る
点
も
あ
り
、

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

査
」
の
入
力
体
験
（
前
方
の
投
影

画
面
に
沿
っ
て
操
作
）
を
行
い
ま

し
た
。

②
講
義
「
接
遇
」

　

講
師
か
ら
、
調
査
に
携
わ
る
者

の
心
構
え
と
し
て
、
第
一
印
象
の

重
要
性
と
仕
事
上
の
マ
ナ
ー
の
役

割
（
身
だ
し
な
み
、
表
情
、
あ
い

さ
つ
・
お
辞
儀
、
敬
語
）、
調
査
に

お
け
る
適
切
な
対
応
と
し
て
、
正

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
（
ペ
ー
シ
ン
グ
・
ミ
ラ
ー
リ

ン
グ
・
バ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
）、
ケ

ー
ス
別
調
査
対
象
へ
の
対
応
（
調

査
拒
否
・
ク
レ
ー
ム
対
応
）
等
を

学
び
ま
し
た
。

③
講
義
「
班
別
意
見
交
換
」

　

初
め
に
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

「
居
留
守
を
使
わ
れ
、
調
査
対
象

に
会
え
な
い
と
き
の
対
処
方
法
」、

「
調
査
対
象
に
会
え
た
も
の
の
、

調
査
拒
否
や
調
査
票
記
入
を
断
ら

れ
た
際
の
対
処
方
法
」
の
二
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
班
に
分
か
れ
て

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
最
後
に

話
し
合
っ
た
内
容
を
発
表
し
、
参

加
者
全
員
で
事
例
と
対
処
方
法
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
調
査
員
の
方
か
ら

は
、「
今
後
の
調
査
活
動
に
役
立

ち
そ
う
な
情
報
や
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
」、「
統
計
調
査
に
携

わ
る
上
で
の
様
々
な
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
班
別
討

議
で
他
の
調
査
員
の
方
と
話
し
合

い
、
経
験
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

が
で
き
た
」
等
の
感
想
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
７
月
23
日
に
東
京
都

新
宿
区
の
総
務
省
第
二
庁
舎
で
登

録
調
査
員
中
央
研
修
が
開
催
さ
れ
、

本
県
か
ら
は
岡
山
市
の
宮
原
洋
平

さ
ん
、
岡
本
由
美
さ
ん
、
倉
敷
市

の
山
元
美
恵
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

１　
研
修
内
容

⑴
講
義
①
「
統
計
調
査
に
活
か
す

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」

　

講
義
②
「
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
に

関
す
る
講
義
・
デ
モ
」　

⑵
班
別
討
議

　

テ
ー
マ
「
調
査
活
動
に
お
け
る

成
功
し
た
事
例
、
成
功
に
至
っ

た
工
夫
」

　
「
調
査
活
動
に
お
い
て
困
っ
た

事
例
、
困
難
だ
っ
た
事
例
」

２　
参
加
し
た
感
想

　

宮
原
　
洋
平
さ
ん
（
岡
山
市
）

　

調
査
に
携
わ
る
中
で
、
調
査
協

力
へ
拒
否
的
な
方
へ
の
対
応
や
オ

　

令
和
７
年
７
月
16
日
に
岡
山
市

会
場
、
令
和
７
年
７
月
29
日
に
津

山
市
会
場
の
二
会
場
に
て
、
登
録

調
査
員
研
修
を
開
催
し
、
両
日
で

調
査
員
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
「
統
計
調
査
員
の
仕
事

に
つ
い
て
」
の
動
画
を
視
聴
し

た
後
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
デ
モ

版
操
作
実
演
及
び
実
習
」
の
講
義
、

そ
の
後
、「
統
計
調
査
に
必
要
な

応
接
・
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」
の
講

義
を
受
け
、
続
い
て
二
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
３
～
４
人
ご
と
の

班
に
分
か
れ
討
議
し
情
報
交
換
を

し
ま
し
た
。

研
修
内
容

①
―
⑴　

講
義
「
統
計
調
査
員
の

仕
事
に
つ
い
て
」

　

総
務
省
統
計
局
・
２
０
１
９
年

度
制
作
の
代
表
的
な
調
査
を
例
と

し
た
調
査
員
向
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
調
査

員
活
動
を
行
う
た
め
の
あ
ん
し
ん

ガ
イ
ド
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

①
―
⑵　

講
義
「
オ
ン
ラ
イ
ン
調

査
デ
モ
版
操
作
実
演
及
び
実
習
」

　

調
査
員
が
実
際
に
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
使
用
し
、
総
務
省
の
専

用
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
「
令
和

７
年
度
国
勢
調
査
第
１
次
試
験
調
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令
和
７
年
度
登
録
調
査
員

中
央
研
修
に
参
加
し
ま
し
た

令
和
７
年
度

都
道
府
県
別
登
録
調
査
員

研
修
を
開
催
し
ま
し
た

研修風景

岡
山
県
統
計
調
査
員
の
登
録
を
し

て
い
ま
す
。

詳
細
は
岡
山
県
統
計
分
析
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


